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元米大リーグシアトルマリナーズ投手

長谷川滋制圧が講演
町では、7月12日、ふれあいホールにおい

て、国際交流協会（小島保洋会長）との共催

で、長谷川滋利氏を招いてのパネルディスカ

ッションを行いました。

長谷川氏は、満員の聴衆を前に、世界の舞

台で力を発揮するエッセンスについて熱く語

られました。
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暴虐
8／13（水）
17：00～22：00

忠岡本通り線ほか

◆当日は、出店の関係で石の図の区間を中心に車両

通行止となります。（通行禁止17：00～22：00）

◆周辺のみなさまには大変こ■迷惑をおかけいたしま

すが、こ■協力のほどお願いいたします。
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消防団7月定例訓練を実施
～救助資機材の取扱いを訓練～

《消防団装備品の紹介》

★電動削岩機

コンクリート等を破壊し

たり、先端部を替えるこ

とによってタイルを剥が

したりできる機械です。

★発電機

ガソリンを燃料にエンジンを回転し発電する機械

で、電源がない屋外で作業するときの必需品。

★エンジンカッター

ブレード（刃）部分が回

転することで金属やコン

クリートを切断すること

ができる機械です。

凡一凡を守って楽しい花火を〃
夏の風物詩といえば「花火」。花火はとてもきれ

いで楽しいものです。しかし、遊び方を間違えると

大きな事故になり、時には、火災の原因にもなりま

す。毎年、全国各地で花火の誤った使用方法等によ

る火災や負傷事故も、少なからず発生しています。

きれいな花火を安全に楽しむために、次の注意事

項を必ず守りましょう。

〔注意事項〕
・花火に書いてある遊び方をよく

読んで必ず守りましょう。

花火を人や家に向けたり、燃えやすい物のある場

所で遊んだりしないようにしましょう。

水バケツを用意し、大人と一緒に遊びましょう。

正しい位置に正しい方法で点火しましょう。

花火をほぐしたり、たくさんの花火を束ねて点火

したりしない。

風の強い時は、花火遊びはやめましょう。

途中で火が消えても絶対に覗き込んだりしない。

火の始末はきちんと行い、コ三は必ず持ち帰りま

しょう。

泉州水防事務組合演習

河川災害に万全を期す〃

7月9日、大和川左岸（堺市）において、堺市、高

石市、泉大津市、忠岡町の三市一町で構成する泉州水

防事務組合による水防演習を実施しました。

本町水防団は、河川を守るための工法に取組み、日

頃の訓練成果を発揮し想定時間内に完成させました。

「　一一‾■■■…－t－

…災害から諭を守るのは自萄…
l1－1I－L

l

＝地震発生！その時あなたはどうしますか？＝

Osaka8．8million drH

9月5日（金）11時一斉実施！！

携帯電話の訓練緊急速報が一斉に鳴ります！

ト一人ひとりが身を守る行動や避難行動にチャレンジ

ト防災・減災を考えるきっかけに

H P おおさか防災ネット

l　＜携帯電話（対応機種のみ）に
緊急速報メールが送信されます＞

マナーモードでも着信富力明恵ります。映画飴等では

電源をOF Fにしてください。

靂・大野府全域向けの送牢に鱒いて㍉乙回目を準信する
市町村があります。（忠岡町からも発信予定）

※携帯電話の対応機種については、HPまたは府

民お問合せセンターで確認。

大阪880万人訓練

（http：／／www．pref．osaka．jp／shobobosaVtrainig＿tOP／ceHu

fer880．html）府民お問合せセンター℡06－6910－8001

・緊急速報メールに対応していない機種をお持ちの方

は、以下をご利用ください。

★おおさか防災情報メール（登録者のみ）
・気象、地震、津波情報、災害時の避難勧告・指示

や緊急のお知らせをメールで配信します。

（http：／／www．osaka－bousai．net／pref／PreventlnfoMaiI．htmE）

★Yahoo！防災情報（登録者のみ）
・大阪880万人訓練に合わせて、大阪府全域を対

象にYahoo！独自の訓練情報力帽己信されます。

（http：／／emg．Yahoo．co．jp／）
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非核・平和パネル展『大阪大空襲の体験画』
期　間　8月6日（水）～13日（水）

場　所　児童館前サブエントランスホール

非核・平和国書コーナー
期　間　8月1日（金）～17日（日）

場　所　忠岡町図書館

女性フォ ��ﾈ8�8���ﾗ8効醜橙�

男女力葺巽に膵く社会へ
6月27日、忠岡町女性フォーラム実行委員会（上ノ

山幸子会長）総会が開催されました。

総会では、男女が共に輝くまちを推進していくこと

が確認されるとともに、日本女性会議への参加などの

事業計画が諮られました。

総会後、駅前において、人権擁護委員と合同による

男女共同参画の街頭啓発が行われました。

派忘こb七、三
第33回人権啓発詩・読書感想文

★募集対象　府内の小・中学生

★募集作品　差別のない明るい社会を築くことの大切

さ、平和の尊さを訴える内容（未発表の

もの）

【詩部門】形式・長さ自由

【読書感想文部門】○小学生低学年200字原稿用紙6

枚以内　○小学生高学年400字原稿用紙3枚以内

○中学生5枚以内　★いずれも1人1編

★募集期間　9／5まで

主催　大阪府／大阪府教育委員会／人権啓発推

進大阪協議会

【問】大阪府人権局　℡06－6210－9286
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日本女性会議2014札幌 
JapanWomen’sConferenceinSAPPORO2014 

「未来の景色はわたしたちが変える」 

10月16日（木）～18日（土） 

会場：札幌コンベンションセンター 

「日本女性会議」は、男女共同参画社会の実現

に向けた課題の解決策を探る会議です。

【参加プログラム】

特別講演『100歳まで弾くからね！』
～母として、コンサートマスターとして～

講師：太平まゆみ（ヴァイオリニスト）

記念講演『強くやさしい社会を実現するために』
～次世代へのメッセージ～

講師：山田　　香（筑波大准教授・柔道家）

分科会報告／シンポジューム

●参加莫　約10万円を予定（宿泊代等）

●定　員　20名前後（忠岡町在住の方のみ）

●申込み　8／1絵）～22絵）に申込金を添えて、役

場人権広報課まで申込。（先着順）

16日㈹　忠岡町（7：00頃）－→空路→函舘

17日陰）函館→札幌周辺等

18日出　札幌コンベンションセンター→空路

→忠岡町

※締め切り後のキャンセルにつきましては、返金

できませんのでこ■了承ください。

【間】忠岡町人権広報課　℡22－1122（土・日　休）

主　催　忠岡町女性フォーラム実行委員会
街
頭
啓
発
に

参
加
の
み
な
さ
ん

7
月
9
日
、
役
場
で
開
催
さ
れ

た
総
会
で
は
、
小
島
会
長
、
和
田

町
長
の
挨
拶
に
続
き
、
平
成
2
5
年

度
事
業
報
告
・
会
計
報
告
、
平
成

2
6
年
度
事
業
計
画
・
予
算
案
が
諮

ら
れ
、
計
画
で
は
、
忠
岡
中
学
生

8
名
を
8
月
1
日
～
6
日
に
、
友

好
都
市
ピ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
タ
ー
市
へ

派
遣
す
る
こ
と
な
ど
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

▲
I
C
C
国
際
交
流
委
員
会

粕
谷
里
枝
氏
に
よ
る
講
演
会
の
様
子

《
忠
岡
町
国
際
交
流
協
会
》

平
成
2
6
年
度
総
会
を
開
催
！



ファイル

℡22－1122

号のまま
放っておくと…

ス

＼
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君∴／／／一
」ま　耐震対策を

すると…

※昭和56年5月31日以前に建築確認を

受けて建築された住宅が対象です。
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倒壊の危険性大

倒壊の危険性小

地震に備えて

早めの対策

平
成
2
6
年
第
2
回
定
例
会
が
6

月
2
6
日
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。
議

決
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

議

　

決

　

事

　

項

▼
即
日
報
告
さ
れ
た
も
の

◎
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報

告
に
つ
い
て
　
（
一
般
会
計
）

▼
即
日
承
認
さ
れ
た
も
の

◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

・
平
成
2
6
年
度
忠
岡
町
国
民
健
康

保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
補
正

予
算
　
（
第
1
号
）

▼
即
日
同
意
さ
れ
た
も
の

◎
忠
岡
町
公
平
委
員
会
委
員
の
選

任
に
つ
い
て

◎
忠
岡
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

▼
即
日
可
決
さ
れ
た
も
の

◎
請
負
契
約
締
結
に
つ
い
て

・
忠
岡
中
学
校
空
調
等
整
備
工
事

◎
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

・
（
仮
称
）
忠
岡
町
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
整
備
工
事

◎
町
税
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

◎
忠
岡
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◎
忠
岡
町
火
災
予
防
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

◎
平
成
2
6
年
度
忠
岡
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
1
号
）
に
つ
い
て

◎
平
成
2
6
年
度
忠
岡
町
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
　
（
第
1

号
）
　
に
つ
い
て

▼
即
日
推
薦
さ
れ
た
も
の

◎
忠
岡
町
農
業
委
員
会
委
員
の
推

薦
に
つ
い
て

（追加分）

▼
即
日
可
決
さ
れ
た
も
の

◎
「
手
話
言
語
法
　
（
仮
称
）
」
制

定
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て

◎
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す

る
医
療
費
助
成
の
拡
充
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

▼
即
日
否
決
さ
れ
た
も
の

◎
労
働
基
準
法
の
改
悪
に
反
対
す

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

◎
消
費
税
1
0
％
増
税
中
止
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

国
民
年
金
　
【
保
険
課
】

▼
ご
存
知
で
す
か
？
「
離
婚
分
割

制
度
」
　
に
つ
い
て

●
　
「
離
婚
分
割
」
　
と
は

離
婚
等
を
し
た
際
に
厚
生
年
金

の
保
険
料
納
付
記
録
を
当
事
者
間

で
分
割
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

で
平
成
1
9
年
4
月
1
日
か
ら
実
施

さ
れ
た
　
「
合
意
分
割
制
度
」
と
、

平
成
2
0
年
4
月
1
日
か
ら
実
施
さ

れ
た
　
「
3
号
分
割
制
度
」
が
あ
り

ます。
●
　
「
合
意
分
割
制
度
」
　
と
は

お
二
人
か
ら
の
請
求
に
よ
り
婚

姻
期
間
中
の
厚
生
年
金
の
保
険
料

納
付
記
録
　
（
標
準
報
酬
）
　
を
分
割

で
き
る
制
度
で
す
。
離
婚
当
事
者

は
、
分
割
す
る
こ
と
と
、
そ
の
按

分
割
合
（
※
1
）
　
に
つ
い
て
合
意

し
た
上
で
、
年
金
事
務
所
に
厚
生

年
金
の
分
割
請
求
手
続
き
を
行
い

ま
す
。
請
求
に
あ
た
っ
て
は
以
下

の
条
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
　
「
3
号
分
割
制
度
」
　
と
は

国
民
年
金
第
3
号
被
保
険
者

（
※
2
）
　
で
あ
っ
た
方
か
ら
の
請

求
に
よ
り
、
相
手
方
の
保
険
料
納

付
記
録
を
2
分
の
1
ず
つ
分
割
で

き
る
制
度
で
す
。
請
求
に
あ
た
っ

て
は
以
下
の
条
件
す
べ
て
に
該
当

す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
平
成
2
0
年
5
月
1
日
以
後
に
離

婚
、
ま
た
は
事
実
婚
関
係
を
解

消
し
て
い
る

・
平
成
2
0
年
4
月
1
日
以
後
に
、

お
二
人
の
一
方
に
国
民
年
金
第

3
号
被
保
険
者
期
間
が
あ
る

・
請
求
期
限
（
離
婚
を
し
た
日
の

翌
日
か
ら
2
年
）
　
を
経
過
し
て

い
な
い

・
平
成
1
9
年
4
月
1
日
以
後
に
離

婚
、
ま
た
は
事
実
婚
関
係
を
解

耐
震
診
断
　
費
用
の
9
割
（
自
己
負
担
目
安
5
千
円
）

耐
震
設
計
　
費
用
の
7
割

へ
自
己
負
担
目
安
5
万
円
※
補
助
額
上
限
あ
り
）

耐
震
改
修
　
7
0
万
円
ま
た
は
9
0
万
円

を
補
助
す
る
制
度
で
す
。

そ
の
他
、
要
件
等
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
許
し
く
は
H

P
ま
た
は
建
設
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
ず
は
耐
震
診
断
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
！
！

消
し
て
い
る

お
二
人
の
合
意
や
裁
判
手
続
き

に
よ
り
年
金
分
割
の
割
合
を
定

納
期
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
料

介

護

保

険

料

町

　

府

　

民

　

税

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

第
5
期
分

第
5
期
分

第
2
期
分

第
2
期
分

納
期
限
は
9
月
l
日
で
す

自
動
車
税
一
斉
催
牡
□

自
動
車
税
の
催
告
状
兼
納
付

書
を
8
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す

の
で
未
納
の
方
は
早
期
に
納
税

し
て
く
だ
さ
い
。
納
付
で
き
な

い
事
情
の
あ
る
方
は
、
府
税
事

務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
間
】
大
阪
府
泉
北
府
税
事
務
場

所
℡
0
7
2
・
2
3
8
・
7
2
2
1
一



（忠岡南2丁目）

「盲訂諒盲諒右前
l「水」は限りある
l　　　買重な胃源です

l　8月1日～7日は

l　　　　「水の週間」
蛇口からいつでも出る水。′5、だ

吉舎芳美雷宮詣書芸漂票で
」　．－．．－‖－．－．．－．－．・．・．・．．．－．．－．．－

（5）　No．574　2014．8．1

」

め
て
い
る

・
請
求
期
限
　
（
離
婚
を
し
た
日
の

翌
日
か
ら
2
年
）
　
を
経
過
し
て

い
な
い

★
※
1
／
国
民
年
金
第
3
号
被
保

険
者
と
は
、
厚
生
年
金
保
険
の

被
保
険
者
ま
た
は
共
済
組
合
の

組
合
員
の
被
扶
養
配
偶
者
で
、

2
0
歳
以
上
6
0
歳
未
満
の
人
を
い

い
ま
す
。

★
※
2
／
按
分
割
合
と
は
、
離
婚

す
る
当
事
者
そ
れ
ぞ
れ
の
標
準

報
酬
総
額
の
合
計
額
の
う
ち
、

分
割
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て

増
額
と
な
る
側
の
分
割
後
の
持

分
と
な
る
割
合
を
示
し
た
も
の

です。

▼
離
婚
後
2
年
以
内
に
請
求
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す

【
間
】
堺
西
年
金
事
務
所

℡

0

7

2

・

2

4

3

′

・

7

9

0

0

こ
ど
も
　
【
子
育
て
支
援
課
】

▼
児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
・
特

大
阪
府
青
少
年
指
導
員

連
絡
協
議
会
表
彰

砂
原
健
吾
氏

〔
忠
岡
町
青
少
年
指
導
員

連
絡
協
議
会
副
会
長
〕

別
児
童
扶
養
手
当
の
所
得
状
況

届
に
つ
い
て

〔
受
付
期
間
〕

1
・
児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届

8
月
1
日
（
金
）
～
2
9
日
（
金
）

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
の所

得
状
況
届

8
月
日
日
（
月
）
～

9
月
1
0
日
（
水
）

時
　
間
　
9
時
～
1
7
時
3
0
分

（
土
曜
、
日
曜
の
ぞ
く
）

場
　
所
　
子
育
て
支
援
課
（
4
階
）

※
届
出
の
な
い
方
は
、
1
2
期
分
の

手
当
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児

童
扶
養
手
当
を
現
在
受
給
者
の

方
に
は
個
別
に
お
知
ら
せ
し
ま

す。
※
時
間
内
に
届
出
が
困
難
な
場
合

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
振
込
み
の
お
知
ら
せ

8
月
期
　
（
平
成
2
6
年
4
月
分
～

7
月
分
）
　
の
児
童
扶
養
手
当
・
特

別
児
童
扶
養
手
当
を
、
大
阪
府
か

ら
8
月
日
日
　
（
月
）
　
に
指
定
口
座

に
振
込
み
ま
す
。

障
害
者
福
祉

▼
特
別
陣
が
い
者
手
当
・
障
か
い

児
福
祉
手
当
・
経
過
的
福
祉
手

当
に
つ
い
て

現
在
、
こ
れ
ら
の
手
当
て
を
受

給
し
て
い
る
方
は
、
受
給
資
格
確

認
の
た
め
に
現
況
届
　
（
所
得
状
況

届
を
含
む
）
　
を
提
出
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

届
に
必
要
な
書
類
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
期
間
内
に
必
ず
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
未
提
出
の
方
は
、

提
出
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
、
手
当

て
の
支
給
を
差
し
止
め
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◆
提
出
期
間

8
月
1
日
（
金
）
～
1
9
日
（
火
）

◆
提
出
先
　
い
き
が
い
支
援
課

【
特
別
障
か
い
者
手
当
】

月
額
　
2
6
、
0
0
0
円

・
支
給
対
象
…
満
2
0
歳
以
上
の
在

宅
の
方
で
、
身
体
ま
た
は
精
神

に
著
し
く
重
度
で
永
続
す
る
障

害
（
知
的
障
害
を
含
む
）
　
が
あ

る
た
め
、
日
常
生
活
に
常
時
特

別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
方

・
支
給
制
限
…
①
病
院
等
に
3
ケ

月
を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
方

②
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
③

本
人
、
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
の

所
得
が
一
定
金
額
以
上
あ
る
方

【
陣
が
い
児
福
祉
手
当
】

月
額
1
4
、
1
4
0
円

・
支
給
対
象
…
満
2
0
歳
未
満
の
在

宅
の
方
で
、
身
体
ま
た
は
精
神

に
重
度
で
永
続
す
る
障
害
（
知

的
障
害
を
含
む
）
　
が
あ
る
た

め
、
日
常
生
活
に
常
時
の
介
護

を
必
要
と
す
る
方

・
支
給
制
限
…
①
障
害
年
金
な
ど

の
障
害
を
支
給
理
由
と
す
る
年

金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
②
施

設
に
入
所
し
て
い
る
方
③
本

人
、
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
の

所
得
が
一
定
金
額
以
上
あ
る
方

【
間
】
大
阪
府
岸
和
田
子
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
　
生
活
福
祉
課

℡

0

7

2

・

4

4

1

・

2

7

6

0

ま
た
は
い
き
が
い
支
援
課

℡

2

2

・

1

1

2

2

水
　
道
　
　
【
水
道
課
】

▼
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
の

減
免
申
請
及
び
更
新
に
つ
い
て

【
対
象
世
帯
】

①
母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭
の

父
で
あ
っ
て
、
満
1
8
歳
に
達
す

る
日
以
後
の
最
初
の
3
月
3
1
日

ま
で
に
あ
る
児
童
を
監
護
ま
た

は
養
育
し
て
い
る
家
庭

②
満
6
5
歳
以
上
の
ひ
と
り
世
帯

【
要
　
　
件
】

①
②
と
も
に
町
民
税
非
課
税
世
帯

（
生
活
保
護
世
帯
は
減
免
対
象
外
）

【
必
要
な
書
類
】

※
継
続
の
方
は
④
の
書
類
の
み
で

す。
④
上
下
水
道
料
金
等
減
免
申
請
書

（
4
階
水
道
課
）

⑧
町
民
税
非
課
税
証
明
書
　
（
1
階

税
務
課
・
印
鑑
と
本
人
確
認
書

類
・
証
明
書
発
行
手
数
料
3
0

0
円
が
必
要
）

【
注
】
　
現
在
減
免
を
受
け
て
い
る

方
に
は
、
個
別
に
申
請
書
を
郵

送
し
ま
す
。

・
期
間
　
8
月
1
日
（
金
）
～
2
9
日

（
金
）
　
9
時
～
1
7
時
3
0
分

（
土
　
・
日
除
く
）

※
申
請
の
な
い
場
合
は
減
免
で
き

ま
せ
ん
。

◆
新
規
に
対
象
の
方
…
随
時
受
付

【
間
】
水
道
課

〔
回
目
㈲
日
向
〕

票

▼
「
貸
菜
園
」
随
時
募
集

第
3
貸
菜
園
　
2
区
画

（
忠
岡
東
2
丁
目
地
内
）

第
4
貸
菜
園
　
1
区
画

（
馬
瀬
2
丁
目
地
内
）

第
5
貸
菜
園
　
1
区
画

（
馬
瀬
2
丁
目
地
内
）

第
6
貸
菜
園
　
1
区
画

（
忠
岡
東
2
丁
目
地
内
）

◆
対
　
象
　
家
族
内
　
（
同
一
世
帯

内
）
　
で
他
の
本
町
貸
菜
園
を

使
用
し
て
い
な
い
方
。

◆
申
込
受
付
　
随
時
　
9
時
～
1
7

時
3
0
分
　
役
場
4
階
産

業
振
興
課
　
（
先
着
順
）

◆
使
用
期
間平

成
2
7
年
3
月
末
ま
で

◆
使
用
料
　
1
か
月
5
0
0
円
で

利
用
月
数
分
。

〔ご注意〕

①
役
場
4
階
産
業
振
興
課
ま
で
。

（
電
話
受
付
　
不
可
）

②
申
込
み
は
お
1
人
1
区
画
。

③
利
用
区
画
は
受
付
順
に
当
課
で

割
り
振
り
ま
す
。

【
問
】
産
業
振
興
課
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中小企業診断士による販売促進相談；
小売・サービス・飲食業の方を中心に、売；

上アップのために何ができるかを、店舗へ出

張してマンツーマンで丁寧に改善策を具体的

に提案いたします。相談は無料です。

日　時　8月7日（木）・21日（木）14時～16時

※お申し込みは

忠岡町商工会℡33－3208まで。

（6）

℡072－455－2060

（平日9時～17時）

り
　
忠
綱
誓
錆
打

■

■

■

■

■

t

＿

　

＿
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忠
岡
町
商
工
会
は
認
定
経
営
革
新
等
支
援
機
関
で
す

な
点
は
、
ま
ず
は
商
工
会
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

忠
岡
町
商
工
会
ま
で
。

新
規
開
業
の
ん
に
お
勧
め

中
山
l
企
業

経
営
力
強
化
胃
金

商
工
会
で
は
、
日
本
公
庫
の
中

小
企
業
経
営
力
強
化
資
金
融
資
を

活
用
し
て
、
新
規
開
業
を
含
む
新

事
業
分
野
の
開
拓
等
を
行
う
皆
様

の
、
経
営
力
や
資
金
調
達
力
の
強

化
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
方
】
次
の
条
件
を

す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方
。

①
経
営
革
新
ま
た
は
異
分
野
の
中

小
企
業
と
連
携
し
た
新
事
業
分

野
の
開
拓
等
に
よ
り
市
場
の
創

出
・
開
拓
（
新
規
開
業
を
行
う

場
合
も
含
む
）
　
を
行
お
う
と
す

る
方

②
自
ら
事
業
計
画
の
策
定
を
行

い
、
中
小
企
業
の
新
た
な
事
業

活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
に

定
め
る
認
定
経
営
革
新
等
支
援

機
関
に
よ
る
指
導
及
び
助
言
竃

受
け
て
い
る
方

【
融
資
限
度
額
】
　
7
2
0
0
万
円

う
ち
運
転
資
金
4
8
0
0
万
円

2
0
0
0
万
円
ま
で
は
無
担
保

・
無
保
証
人
で
利
用
可

【
ご
返
済
期
間
】

設
備
資
金
　
1
5
年
以
内

運
転
資
金
　
5
年
以
内

【
利
　
率
】

7
年
以
内
の
場
合
1
・
3
5
％

（
平
成
2
6
年
6
月
1
1
日
現
在
）

【
担
保
・
保
証
人
】

ご
融
資
に
際
し
て
の
保
証
人
、

担
保
　
（
不
動
産
、
有
価
証
券
等
）

な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
客

様
の
ご
希
望
を
伺
い
な
が
ら
ご

相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

★
新
規
開
業
に
あ
た
っ
て
こ
不
明

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

作
成
費
用
を
補
助

◆
対
　
象
　
町
内
に
事
業
所
を
有

す
る
法
人
、
個
人
事
業
主
、
商

店
会
、
産
業
関
連
団
体
が
新
規

に
開
設
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

作
成
、
ま
た
は
既
に
開
設
し
て

い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
変
更
を

外
部
委
託
す
る
場
合
。

◆
補
助
内
容
　
補
助
対
象
経
費
の

2
分
の
1
以
内
で
、
上
限
5
万

円
（
千
円
未
満
は
切
り
捨
て
）
。

※
対
象
外
も
あ
り
ま
す
の
で
詳
し

く
は
産
業
振
興
課
ま
で
。

・
補
助
対
象
経
費
　
自
社
商
品
等

の
広
告
宣
伝
・
販
路
拡
大
を
目

的
と
し
た
新
規
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
作
成
ま
た
は
既
に
開
設
し
て

い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
機
能
拡

充
の
た
め
の
外
部
委
託
に
要
す

る
経
費
。

◆
注
　
意
　
事
業
開
始
3
0
日
前
ま

で
に
補
助
金
交
付
申
請
書
を
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な

お
、
以
前
に
補
助
を
受
け
た
場

合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

【
間
】
産
業
振
興
課

関
西
国
際
空
港
2
0
周

年
・
大
阪
国
際
空
港
7
5

周
年
を
記
念
し
て
、

『
ス
マ
イ
ル
ス
ペ
シ
ャ

ル
2
0
1
4
夏
』
と
題

し
て
、
両
空
港
で
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。

7
月
～
9
月
は
楽
し

い
夏
の
イ
ベ
ン
ト
が
目

白
押
し
。
8
／
3
0
（
土
）

8410247M

r
関
空
・
泉
州
ヴ
几
メ
フ
ェ
ス
タ
」

魅
力
満
載
の
泉
州
を
満
喫
し
よ
う
！

今
年
は
、
関
西
国
際
空
港

開
港
2
0
周
年
記
念
！

今
回
は
、
泉
州
地
域
と
関
空
が

一
体
と
な
っ
て
　
「
～
来
て
・
観
て

・
食
べ
て
・
買
う
て
　
泉
州
な
ら

で
は
の
魅
力
を
発
信
～
」
を
テ
ー

マ
に
、
関
空
の
地
元
、
泉
州
が
誇

る
グ
ル
メ
や
特
産
品
等
に
関
す
る

ブ
ー
ス
の
出
店
や
泉
州
の
ご
当
地

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
登
場
な
ど
を
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
9
月
6
日
　
（
土
）

1
0
時
～
1
7
時

場
　
所
　
関
西
国
際
空
港

南
イ
ベ
ン
ト
広
場

【
問
】
泉
州
観
光
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
推
進
協
議
会

岸
和
田
市
産
業
振
興
部
観
光
課

℡

0

7

2

・

4

2

3

・

9

4

8

6

忠
岡
町
町
長
公
室
秘
書
政
策
課

℡

0

7

2

5

・

2

2

・

1

1

2

2

※
開
催
内
容
等
は
、
予
告
な
く
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
3
1
日
（
日
）
は
、
関
西
国
際
空
港

の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
　
「
関
空

夏
ま
つ
り
」
を
開
催
す
る
ほ
か
、

大
阪
国
際
空
港
と
の
共
同
イ
ベ
ン

ト
も
開
催
。
夏
の
思
い
出
づ
く
り

に
、
ぜ
ひ
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
関
西
国
際

空
港
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【間】新
関
西
国
際
空
港
株
式
会
社

タ
ー
ミ
ナ
ル
営
業
部
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地産地消料理教室

なすびを使った夏パテ予防メニュー

ただお課長も参加！（7／2・文化会館）

－
文
化
の
灯
　
世
界
を
包
め赫

々
と
ー

泉
州
が
生
ん
だ
稀
代
の
コ
レ
ク

タ
ー
、
正
木
孝
之
　
（
1
8
9
5
一

1
9
8
5
）
　
の
言
葉
で
す
。

彼
は
戦
後
一
代
で
1
3
0
0
点

に
も
及
ぶ
東
洋
古
美
術
品
を
収
集

し
、
正
木
美
術
館
を
創
設
い
た
し

ま
し
た
。

来
る
2
0
1
5
年
は
孝
之
生
誕

1
2
0
周
年
で
す
。
そ
れ
を
記
念

し
、
正
木
美
術
館
で
は
今
年
度
よ

り
2
年
間
「
正
木
孝
之
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
特
別
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

（
団
体
2
0
名
以
上
各
1
0
0
円
引
き
）

＜
公
益
財
団
法
人
正
木
美
術
館
＞

〒
5
9
5
－
0
8
1
2
　
大
阪
府
泉
北
郡

忠
岡
町
忠
岡
中
2
丁
目
9
－
2
6

電

　

話

　

0

7

2

5

・

2

1

・

6

0

0

0

F

A

X

 

O

7

2

5

・

3

1

・

1

7

7

3

h
｛
言
‥
＼
＼
∃
a
S
a
k
i
・
彗
t
・
∃
u
S
e
u
∃
．
j
p

休
館
日
　
水
曜
日

■

　

■

■

■

■

■

　

■

　

■

■

■

　

■

■

■

　

■

■

■

■

■

　

■

　

■

■

■

■

■

　

■

　

■

　

■

t

■

　

■

■

芸
網
来
絵
画
と
古
陶

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

8
／
2
3
（
土
）
～
1
0
／
1
9
（
日
）

重
要
文
化
財
　
六
祖
慧
能
図

中
世
禅
宗
文
化
の
宝
庫
、
正
木

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
一
幅
の
中
国
絵

画
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

第
1
部
「
請
来
絵
画
と
古
陶
」

展
で
は
、
コ
レ
ク
タ
ー
正
木
孝
之

の
原
点
と
い
え
る
、
大
陸
か
ら
日

本
へ
伝
わ
っ
た
絵
画
、
墨
蹟
、
陶

磁
器
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

《
同
時
展
示
》

「
正
木
孝
之
（
滴
凍
）
の
軌
跡
」

8
月
2
3
日
　
（
土
）
　
～

平
成
2
7
年
3
月
8
日
　
（
日
）

正
木
孝
之
の
美
術
品
収
集
と
美

術
館
創
設
に
対
す
る
熱
い
思
い
と

経
緯
を
紹
介
す
る
べ
く
、
孝
之
の

書
や
手
記
等
の
遺
品
、
諸
資
料
な

ど
を
展
示
。

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

9
／
1
3
他
・
2
1
㈲
・

1
0
／
日
出

1
4
時
～

開
館
時
間
　
1
0
時
～
1
6
時
3
0
分

（
入
館
1
6
時
ま
で
）

入
場
料
　
大
人

高
・
大
学
生

小
・
中
学
生

5

0

0

円

4

0

0

円

3

0

0

円

招
待
券
を1

0
組
2
0
名
様
に
！

●
申
込
方
法
　
正
木
美
術
館
ま
で

「
招
待
券
希
望
」
と
明
記

し
、
官
製
ハ
ガ
キ
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
記
載
事
項
　
郵
便
番
号
・
住
所

・
氏
名
・
性
別
・
年
齢
・

電
話
番
号

●
応
募
締
切
　
8
月
1
8
日
　
（
月
）

ま
で
の
消
印
有
効

【
注
意
事
項
】

・
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

・
応
募
は
、
1
人
1
枚
に
限
る
。

・
当
選
者
に
は
、
応
募
ハ
ガ
キ
に

記
載
頂
い
た
宛
先
に
、
8
月
2
3

日
　
（
土
）
　
頃
ま
で
に
チ
ケ
ッ
ト

を
郵
送
し
発
表
に
代
え
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

・
応
募
に
伴
い
収
集
し
た
個
人
情

報
は
、
チ
ケ
ッ
ト
の
送
付
や
統

計
処
理
の
目
的
に
用
い
、
他
の

目
的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

主
催
　
公
益
財
団
法
人
正
木
美
術
館

r
た
だ
お
課
長
」
』

『
イ
ベ
ン
ト
情
報

・
8
月
2
日
　
（
土
）
　
北
出
納
涼
盆

踊
り
大
会
　
（
北
出
公
園
）

・
8
月
8
日
　
（
金
）
　
1
5
時
～

打
ち
水
大
作
戦
（
忠
岡
町
シ
ビ

ッ
ク
セ
ン
タ
ー
内
）

・
8
月
1
3
日
　
（
水
）
　
忠
岡
町
民
盆

踊
り
大
会
（
忠
岡
小
学
校
）

・
9
月
6
日
　
（
土
）
　
関
西
国
際
空

港
開
港
2
0
周
年
記
念

関
空
・
泉
州
グ
ル
メ
フ
ェ
ス
タ

（
関
西
国
際
空
港
　
南
イ
ベ
ン

ト
広
場
）

た
だ
お
課
長
も
泉
州
キ
ャ
ラ
友

と
楽
し
み
ま
～
す
！〔

6
P
参
照
〕

毎
月
勤
労
統
計
調
査

「
特
別
調
査
」
　
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
！

℡

0

6

・

6

2

1

0

・

9

2

0

0

労
働
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す

本
年
7
月
3
1
日
現
在
で
、
常
用

労
働
者
1
人
か
ら
4
人
を
雇
用
す

る
事
業
所
を
対
象
に
毎
月
勤
労
統

計
調
査
「
特
別
調
査
」
を
実
施
し

ま
す
。8

月
上
旬
か
ら
対
象
調
査
区
内

の
全
事
業
所
に
知
事
が
任
命
し
た

統
計
調
査
員
が
お
訪
ね
し
、
常
用

労
働
者
数
な
ど
を
調
査
し
ま
す
。

対
象
区
域
　
高
月
北
1
・
2
丁
目

【間】
厚
生
労
働
省
・
大
阪
府
統
計
課

倒
産
や
廃
業
、
仕
事
中
の
災
害

に
よ
る
補
償
問
題
や
賃
金
・
退
職

金
に
関
す
る
こ
と
で
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
。
忠
岡
町
で
は
、
社
会
保

険
労
務
士
に
よ
る
労
働
相
談
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
　
毎
月
第
3
木
曜
日

時
　
間
　
1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

場
　
所
　
い
き
が
い
支
援
課
横
相

談
室

【
間
】
産
業
振
興
課

184024750N、
　
・

7・
し



消費税率が8％へ引き上げられたことに伴い、所

得の低い方に対し、暫定的・臨時的な措置として
「臨時福祉給付金」を支給しています。

●給付対象者…基準日（平成26年1月1日）におい

て、以下の要件をすべて満たす方。
・本町の住民基本台帳に登録されている

・平成26年度の町民税（均等割）が課税されてい

ない、また町民税が課税されている方に扶養さ

れていない

・生活保護制度の被保護者となっていない

●給　付　額…給付対象者1人につき

1万円（1回限り）

※給付対象者の中で次に該当する方は、5千円

が加算されます。（複数の手当等を受給され

ていても加算額は1人につき5千円が上限と

なります）

・老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金の

受給者など
・児童扶養手当、特別児童扶養手当、特別障害者

手当等の受給者など

●申請受付期間…12月26日まで

●申請方法…給付の対象となる可能性のある方には

『町民税均等割非課税に関するお知らせ』

と同封で申請書（請求書）を送付しますの

で、必要事項・書類を記入・添付のうえ、

ご返送ください。申請書（請求書）を確認
・審査したうえ、ご指定の口座に給付金を

支給します。

【問】いきがい支援課

★申請受付　9月2日まで（土・日曜を除く）

★申請場所　役場3階　研修室3

★執務時間　9時～17時30分〔時間中に申請に

こられない方はご相談ください。〕

支給対象者・基準日（平成26年1月1日）に忠岡

町に住民登録をされている方。
・平成26年1月分の児童手当（特例給付を含む）

を受給されている方。
・平成25年の所得が児童手当の所得制限限度額未

満の方。

※平成26年度町・府民税（均等割）課税世帯

対象児童・平成26年1月分の児童手当（特例給付

を含む）の対象となる児童。

※「臨時福祉給付金」の対象となる児童・生活保

護の受給者となっている児童などは除きます。

支給額・対象児童1人につき10，000円

児童手当の所得制限限度額を適用します

★児童手当の所得制限限度額未満かどうか判定す

るには、平成25年分の所得の申告が必要です。

申請時に必要なもの
・印かん

・児童手当の振込口座以外を希望される場合は、

金融機関の通帳をご持参ください。

※申請書等は、受付時にご用意します。

公務員の方 
・所属庁が発行した子育て世帯臨時特例給付金 

申請書（公務員用） 
・公務員児童手当（特例給付）受給状況にかか 

る証明書 
・振込口座の金融機関の通帳の写し　・印かん 

【問】子育て支援課

（8）

《
各
種
相
談
会
》

●
警
察
相
談

泉
大
津
警
察
署
に
よ
る
出
張
相

談
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さい。
日
　
時
　
9
月
1
1
日
　
（
木
）

1
4
時
～
1
6
時

会
　
場
　
役
場
1
階
特
設
会
場

【
問
】
人
権
広
報
課

●
民
事
調
停
手
続
相
談
会

日
時
　
8
／
2
7
㈱
　
1
3
時
～
1
6
時

会
場
　
岸
和
田
市
浪
切
ホ
ー
ル
4

階
　
第
3
会
議
室

【
間
】
大
阪
民
事
調
停
協
会

℡

0

6

・

6

3

6

3

・

3

0

9

1

青
少
年
指
導
員
街
頭
啓
発

王
胃
少
年
・
非
行
問
題
の

取
り
組
み
を
ア
ヒ
1
几

84024750N



・「■＝　＝＝…からの…・　　　　　　　　　　　　　　　生活療境鰊 
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平成26年10月1日から実施する「プラスチック製容器包装（その　　　　　平局28車軸う 

≡貢壷去冨芸芸貰…童璧買璽季夏聖書誓軍蓋ご：芸…：デま　《嶽嘉慧 
子吉㌘物言㌶若しJy・ 

＝日時・会場＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H惑音義，｝うで檜7 

固 ��Hﾅ(��踪6)?ｸ廁�X6ﾙ�ｶ9.�+(,ｸﾆHｺ��と普　時間　会場　　‾熟轡孟 8月29日（金）19＝00～19：50文化会館地下会議室　　バY市、■‥｛’二ノく∴；ご！■′、4■ブ‘㌫㍍．． 
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曲八手の巣は、早期発見・早期駆除！＋‘－■仔覗嗣旺 
夏になるとハチに関する相談が多く寄せられます。町ではハチの 巣の駆除は行っていませんが、自主駆除をする場合の方法や駆除 

業者のご案内をしています。自主駆除の際には下記のことに注意　　　　　一抜　　　くiぶれ、′′‘髪′、．－i転 

して行ってください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卓■■　ゴ・′1 

【馬欝ミチ用殺虫スプレーを。。～2。秒連続で噴射する　；志㌫計器莞朋巣 

【駆除の 俤ｸ,ﾉ(ﾘ�95��ｨ�����������������������������������������������������������������i�8ﾈｨ*ｨ+ﾘ*ﾘ+8/�ﾊ�*h.��

●ハチの行動が鈍る夕方（日没時）から行う 
●長袖長ズボン着用（白色が望ましい）　　　　　　　　　　　　　醐王モ 
●事前に足元の障害物を除いておく 　　　タ， スズメバチ、巣が大きいなど、危険を感。る場合は、専門業者に閥1 【専門業者に依頼する場合】 　　　〆■ 駆除を依頼する方が安全です。駆除費用は自己負担となります。 ・還：：：二二崇ニ；：；≡二≡‡場合ご長25～蹴遅さ≡詳）憲還 

死に至る危険もあるため、すぐに病院で受診しましょう。　＊ハチの数1～数匹＊ハ手の数数百匹 おもいっきり水遊び！　クリ1ンセンター持込前に 

打ち水大作戦2014　　－し一　　電話連絡をお願いします 

芸等書芸芸簑蓋攣○。鬱叢警蒜 
☆ただお課長もく3よ☆　　　●受付時間＝望諾曜日冨……3＝］……33、 

ひとの動き

安

人口17．776人（－1人）

男　8，613人（－4人）

女　9．163人（＋3人）

世帯　　7，610（＋7）

≪2014年6月末現在≫

（9）　No．574　2014．8．1

」

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い

■
応
募
対
象
　
中
学
生

■
テ
ー
マ
　
税
に
関
す
る
こ
と
な

ら
な
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ

ん
。
（
未
発
表
作
品
）

■
申
込
締
切
　
9
／
5
　
（
金
）

■
提
出
方
法
　
在
学
す
る
中
学
校

を
通
じ
て
左
記
貯
蓄
組
合

ま
で
提
出
く
だ
さ
い
。

※
応
募
作
品
は
返
却
で
き
ま

せん。

』
様
　
式
　
1
人
1
編

4
0
0
字
原
稿
3
枚
以
内

■
表
　
彰
　
内
閣
総
理
大
臣
賞
他

■
発
　
表
　
1
1
月
中
旬
を
予
定

※
様
式
や
そ
の
他
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
左
記
ま
で

【
問
】
泉
大
津
納
税
貯
蓄
組
合
連

合

会

　

　

　

℡

2

1

・

6

2

6

2

泉
大
津
税
務
署
管
理
運
営
部
門

℡
3
3
・
5
6
0
1



◆役場の各種相談◆
■■日日■暮日日■1 ■

■■■■■　■■■■ll　日日＝　■日l■■■l　■

【法律相談】8／27㈹13：30～　役場3階交流センター

★当日9時から電話受付（先着6名）

人権広報課　℡22－1122

【行政相談】電話受付　　　　　人権広報課　℡22－1122

【人権擁護委員による人権相談〔要予約〕】8／19（火）

★15日睡ほてに電話予約　　人権広報課　℡22－1122

※一般の人権相談は5階人権広報課で。9：00～17：30

【労働相談】（D特設労働相談　8／21休）13：30～15：30

直接1階いさがい支援課横相談室へ

②就労相談（地域就労支援）毎週月～金曜日　9：00～

17：30　産業振興課（役場4階）：地域就労支援事業

【消費生活相談】毎週火・金13：00～16：00（受付15：

30まで）当日4階産業振興課へ

【問】産業振興課　℡22－1122

【進路相談】（奨学金相談）

（D毎週月～金曜日10：00～16：00

直接学校教育課へ　℡22－1122

②毎週土～日曜日10：00～16：00

直接児童館事務所へ　℡22－8602

【女性電話相談】8／20挑）13：30～15：30

文化会舘相談専用ダイヤル　℡33－2323

【女性相談】毎週月～金曜日9：00～17：30

人権広報課（役場5階）

【児童・障害児相談】　　　すこやか推進課　℡22－1122

【老人介護支援センター】24時間対応の相談・助言

ピープル老人介護支援センターただおか（特別養護老

人ホームピープルハウス忠岡内）　　　　℡46－7200

総合福祉センター
東忠岡老人いこいの家 行事予定

総合福祉センター　　　℡22－0350

●なっかしの映画会　　8／5㈹13：30～

※映画会は毎月第1火曜日

（都合により変更することがあります）

●パンパ一会　　　　　8／12㈹13：30～

●カラオケ会　　　　　8／19㈹13：30～

●盆おどり大会　　　　8／22睦）13：00～

●編み物教室　　　　　8／26㈹13：3b～

●わくわく健康体操　　8／28㈱13：30～

☆民謡踊り教室　　月・水・金　13：30～

☆囲碁・将棋　　　火・木　　　13：00～

☆大正琴クラブ　　第1・3木　　10：00～

☆ハワイアンフラ　　　金　　　10：30～

東忠岡老人いこいの家　℡22－1567

☆カラオケクラブ　　月～木　　13：00～

☆音楽クラブ　　　　　火　　　10：00～

☆健康体操クラブ　　　月　　　10：00～

《申込受付期闇》

★盆　踊　り　8月4月（月）～14日（木）

★パンパ一会　8月4月（月）～8日（金）

★カラオケ会12日（火）より（定員になり次

第締切り）

総合福祉センター寄贈品

・缶ジュース　2ケース（亡父供養）

武津　好春様（北出2丁目）

■■」■

t

■

■

＿

9
月
号
題
　
『
旅
・
行
楽
』
　
8
月
5
日
締
切

1
0
月
号
題
　
『
泣
く
・
鳴
く
』
　
9
月
5
日
締
切

※
一
人
五
句
ま
で
ハ
ガ
キ
か
封
書
で
。
締
切
厳
守
で
お
願
い
し
ま
す
。

「
〒
五
九
千
〇
八
一
二
　
忠
岡
中
2
丁
目
1
6
－
2
0

「
忠
岡
川
柳
会
」
正
木
仲
明
宛
　
（
℡
3
3
・
6
6
2
9
）

次
回
定
例
会
　
8
月
1
7
日
　
（
第
3
日
曜
日
）
午
後
1
時
半

（
於
　
忠
岡
町
文
化
会
館
）

海
坊
主
鯨
の
背
中
で
ひ
と
踊
り

寄
せ
た
一
屑
妬
い
て
鳴
く
の
か
浜
千
鳥

浦
島
や
遊
び
呆
け
て
白
髪
に

冷
蔵
庫
節
電
過
ぎ
て
み
ず
う
み
に

海
の
幸
鯨
は
幸
よ
り
は
み
出
し
た

海
を
背
に
携
帯
ゲ
ー
ム
握
り
し
め

山
海
と
父
母
の
恩
義
の
例
へ
説
き

海
の
昔
時
に
戦
の
靴
の
音

大
丈
夫
誰
も
が
浮
く
と
言
う
け
れ
ど

口
ず
さ
む
湖
畔
の
宿
に
哀
愁
が

塩
加
減
海
水
ほ
ど
と
言
わ
れ
て
も

琵
琶
湖
に
は
泳
ぐ
と
怖
い
外
来
魚

穏
や
か
な
海
も
牙
む
く
自
然
界

海
の
幸
い
か
な
ご
釘
煮
愛
届
き

湖
の
ほ
と
り
に
立
っ
て
過
去
思
う

大
漁
で
家
族
集
ま
る
寿
司
パ
ー
テ
ィ

海
の
底
い
ろ
ん
な
不
幸
沈
ん
で
る

雨
上
が
り
湖
水
に
浮
か
ぶ
水
馬

海
外
の
写
真
ば
か
り
の
国
技
館

犬
伏
果
一
郎

西
川
　
粋
謡

烏

谷

　

　

猛

芦
田
　
春
子

桐
谷
　
英
樹

砂
原
　
久
子

岡

川

　

　

衛

吉
田
　
光
子

橋
口
美
恵
子

上
川
　
睦
男

三
嶋
　
桃
代

原
田
　
行
正

橋
本
　
洋
子

藤
田
志
津
恵

西
川
リ
ヨ
子

川
崎
ア
イ
子

勝
又
栄
美
子

上
田
　
克
子

正
木
　
伸
明

※
手
抜
き
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
、
愛
が
あ
れ
ば
美
味
し
い
で
す
よ

○
海
の
よ
に
深
く
愛
し
て
溺
れ
た
り

※
溺
れ
た
若
い
こ
ろ
の
告
白
か
？
今
だ
っ
た
ら
泳
げ
ま
す
ね

○
家
事
休
業
お
助
け
マ
ン
の
海
苔
弁
当

吉
川
　
栄
子

杉
谷
　
晶
三

○
海
か
ら
の
風
を
味
方
に
し
て
風
車
　
　
　
　
　
　
山
田
　
典
和

※
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
欲
し
い
時
、
優
し
い
作
者
の
心
が
伝
わ
り
ま
す

正
木
伸
明
選

（
○
印
は
推
薦
佳
句
）

）．〇′

し
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忠
岡
町
句
会

日
傘
よ
り
帽
子
重
宝
す
る
暮
し

里
見
輝
子
選

夏
菊
や
真
面
目
な
父
の
忌
を
修
す

改
め
て
誓
ふ
反
戦
爽
竹
桃

松
島
　
信
雄

花
野
　
昭
子

一
病
を
気
に
も
と
め
ず
に
登
山
か
な

一
戸
づ
つ
海
に
向
ひ
て
海
の
家

金
田
　
芳
子

赤
松
　
朝
子

里
見
　
輝
子
　
　
夏
菊
を
雅
び
に
染
め
し
呉
服
展

藤
野
　
清
子
　
　
迫
ひ
か
け
て
ハ
ン
カ
チ
拾
ひ
く
れ
し
人
　
　
山
梨
　
量
子

聞
か
ぬ
ふ
り
し
て
聞
い
て
ゐ
る
端
居
か
な
　
花
野
　
久
子
　
　
畑
す
み
に
夏
菊
育
て
供
華
と
せ
り

ね
ぎ
ら
ひ
の
言
葉
は
い
ら
ぬ
麦
茶
か
な
　
　
奥
野
一
郎
　
　
幽
玄
の
闇
さ
迷
へ
る
螢
迫
ふ

小
西
　
澄
子
　
　
久
潤
の
日
傘
か
か
げ
て
駈
け
て
来
し

横
井
恵
美
子

山
梅
子
の
雨
に
打
た
る
る
ま
で
の
自

早
苗
饗
は
妻
の
休
日
な
り
し
か
な

田
辺
千
鶴
子
　
　
玉
葱
を
よ
く
も
ら
ふ
日
よ
又
も
ら
う

田
辺
紗
登
子
　
　
鮭
の
店
生
箕
に
長
き
身
を
ひ
ね
る

竹
中
美
津
子

井
上
久
美
子

清
座
　
晴
子

次
回
　
八
月
七
日
　
（
木
）
　
文
化
会
館
　
締
切
二
時

兼
題
　
七
夕
・
溝
萩

套
忠
岡
短
歌
会
詠
阜
　
講
師
佐
沢
邦
子

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
御
飯
と
言
い
て
女
の
孫
が
供
え
く
る
る

を

か

あ

さ

ん

見

て

い

ん

　

　

　

　

　

　

　

横

田

　

雅

子

※
ご
仏
壇
の
前
で
の
お
孫
さ
ん
の
様
子
と
見
守
っ
て
お
ら
れ
る
作
者

の
愛
の
ま
な
ざ
し
が
感
じ
ら
れ
る
作
品
。
三
句
は
　
「
め
の
ま
ご
が
」

と
詠
ま
せ
る
。
核
家
族
化
が
ま
す
ま
す
進
ん
で
い
る
日
本
で
は
あ

る
が
、
此
の
様
に
温
か
い
雰
囲
気
の
ご
家
庭
も
あ
る
の
だ
。

生
き
生
き
と
天
衣
無
縫
の
白
寿
に
て
「
ま
だ
大
丈
夫
」
と

翁

が

笑

う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

原

田

　

孝

治

※
一
首
か
ら
筆
者
も
元
気
を
頂
い
た
。
「
天
衣
無
縫
」
　
と
あ
る
か
ら

お
人
柄
は
天
真
欄
渡
に
し
て
飾
り
気
の
な
い
お
方
な
の
で
あ
ろ
う
。

趣
味
な
ど
持
た
れ
て
い
て
今
後
も
人
生
前
向
き
に
エ
ン
ジ
ョ
イ
し

て
ゆ
か
れ
る
の
で
あ
ろ
う
と
作
者
と
共
に
拍
手
を
送
り
た
い
。

二
拍
子
の
雨
だ
れ
の
音
太
り
け
り
夜
更
け
の
窓
に
空
梅
雨

う

る

う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

中

村

ハ

ル

ミ

※
心
に
し
み
る
歌
が
あ
り
、
元
気
を
い
た
だ
く
歌
が
あ
り
、
そ
し
て

心
に
も
潤
い
を
与
え
て
下
さ
る
歌
が
あ
り
ま
す
。
雨
の
降
ら
な
い

日
々
の
あ
る
夜
雨
が
降
り
出
し
て
、
調
べ
を
持
っ
て
い
る
様
に
静

か
な
窓
辺
に
も
広
が
り
始
め
た
、
今
作
者
は
少
女
の
気
分
。

外
（
と
）
　
つ
国
の
子
の
入
園
の
相
次
ぎ
て
話
題
広
が
る
娘

の

保

育

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

田

中

　

成

幸

広
報
の
詠
章
フ
ァ
ン
声
か
け
て
下
さ
る
人
に
勇
気
を
も
ら

う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

武

津

　

富

子

徒
競
走
小
さ
き
も
男
孫
テ
ー
プ
き
り
自
（
み
ず
か
）
　
ら
褒

美

大

カ

ブ

ト

ム

シ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

宮

里

　

英

彦

い
に
し
え
の
名
の
あ
る
家
の
庭
先
に
橙
あ
れ
ど
椿
は
あ
ら

ず

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

矢

尾

　

武

四

老
化
か
な
自
転
車
事
故
に
遭
う
は
二
度
目
路
地
よ
り
急
に

女

高

生

い

ず

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

金

　

　

寿

子

三
十
度
の
グ
ラ
ン
ド
に
立
ち
プ
レ
ー
な
す
三
百
余
人
の
ゴ

ル

フ

仲

間

と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

原

田

　

和

子

い
ろ
白
く
頬
ほ
の
紅
き
在
り
し
日
の
母
は
ま
こ
と
に
紫
似

合

い

き

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

佐

沢

　

邦

子

《
課
題
詠
》
　
「
山
」

山
里
に
生
れ
し
母
は
風
呂
敷
を
腰
に
し
ぼ
り
て
蕨
と
り
い

き

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

武

津

　

富

子

夫
一
気
に
刷
毛
で
撫
で
つ
つ
山
水
画
の
襖
紙
貼
る
梅
雨
の

晴

れ

間

を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

横

田

　

雅

子

人
生
を
登
山
に
た
と
え
七
十
の
吾
生
き
が
い
求
め
頂
上
め

ざ

す

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

金

　

　

寿

子

人
の
世
に
山
、
谷
あ
り
の
謂
れ
あ
り
七
十
路
越
え
て
平
坦

が

い

い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

原

田

　

孝

治

茜
か
ら
墨
絵
と
な
れ
る
山
脈
（
や
ま
な
み
）
　
を
独
り
し
眺

む

病

室

の

窓

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

矢

尾

　

武

四

母
は
海
父
は
山
よ
と
親
の
愛
杉
の
大
樹
に
父
の
声
聞
く

田
中
　
成
幸

1840247M
＼
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（○印は休館です）

本
と
の
出
会
い

忠
岡

℡
3
3
・
1
1
5
3

【
開
館
時
間
】

水
′
、
ノ
日
曜
日
　
　
1
0
時
～
1
8
時

日

1
0
1
7
2
4
⑪

新
着
図
書
案
内

《一般書》

編

集

者

に

な

ろ

う

！

　

大

沢

　

　

昇

半
径
1
メ
ー
ト
ル
の
想
像
力

山
崎
　
鎮
親

地
下
に
潜
む
次
の
脅
威

N
H
K
取
材
班

認
知
症
と
わ
た
し
た
ち朝

日
新
聞
取
材
班

う
み
の
1
0
0
か
い
だ
て
の
い
え

い
わ
い
と
し
お

し
ー
っ
！
ひ
み
つ
の
さ
く
せ
ん

ク
リ
ス
・
ホ
ー
ト
ン

お
っ
と
あ
ぶ
な
い
か
わ
の
な
か

み
や
に
し
た
つ
や

り
カ
ン
ネ
ー
ク
エ
ス
ト
　
中
松
ま
る
は

夏
の
魔
法
　
ジ
ー
ン
・
パ
ー
ス
オ
ー
ル

ロ
ボ
コ
ン

や
や
暴
力
的
に

モ
ノ
ク
ロ
ー
ム

沙
羅
沙
羅
越
え

知
の
孤
島

ま
る
ま
る
の
珪

金
魚
鉢
の
夏

星
星
の
火

推
定
脅
威

ニ
ー
ル
・
‖
ハ
ス
コ
ム

石
原
慎
太
郎

乾
　
　
ル
カ

風
野
真
知
雄

小

前

　

　

売

西
候
　
奈
加

樋
口
　
有
介

福
田
　
和
代

末
須
本
有
生

火
曜
日
の
手
紙工

レ
ー
ヌ

ク
レ
ミ
ヨ
ン

心
獣《児童書》

は
じ
め
て
の
哲
学

ヘ
ル
タ
・
ミ
ュ
ラ
ー

竹
田
　
青
嗣

生
き
も
の
つ
か
ま
え
た
ら
ど
う
す

る

？

　

　

　

　

　

　

　

　

秋

山

　

幸

也

町

家

え

ほ

ん

　

　

　

　

山

口

　

珠

瑛

か
っ
こ
う
の
お
は
け
す
か
ん

斉

藤

　

　

洋

非
核
・
平
和
図
書
コ
ー
ナ
ー

8
月
1
日
（
金
）
～
1
7
日
（
日
）

絵
本
コ
ー
ナ
ー
で
も
、
戦
争
と

平
和
を
考
え
る
絵
本
を
特
集
し
て

い
ま
す
。

特
集
「
お
ぼ
け
の
絵
菰
」

暑
い
夏
も
涼
し
く
な
る
？
　
色

々
な
お
は
け
の
出
て
く
る
絵
本
を

集
め
ま
し
た
。

＝
お
は
な
し
芸
＝

毎
週
水
曜
日
、
1
5
時
か
ら
図
書

舘
で
行
っ
て
い
ま
す
。

ミ
ロ
コ
マ
チ
コ

』
忠
岡
町
図
書
館
に
な
い
本
も
、

府
立
図
書
館
な
ど
を
通
じ
て
貸

し
出
し
で
き
ま
す
。

※
8
月
1
3
日
（
水
）
は
1
8
時
に
閉
舘

し
ま
す
。

※
締
め
切
り
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
・

欠
席
に
つ
き
ま
し
て
は
返
金
い

た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ

親
子
d
e
ク
ッ
キ
ン
グ

と
　
き
　
8
／
2
1
　
（
木
）1

0
時
～
1
3
時

と
こ
ろ
　
3
階
料
理
室

対
　
象
　
町
在
住
の
親
子
（
小
学

生）

定
　
員
　
1
0
組
　
（
申
込
傾
）

参
加
費
　
1
0
0
0
円

内
　
容
　
フ
ル
ー
ツ
か
ん
て
ん
、

ケ
ー
ク
・
サ
レ
、
じ
ゃ
が

い
も
の
冷
た
い
ス
ー
プ

講
　
師
　
管
理
栄
養
士

申
込
み
　
8
／
1
4
ま
で
に
参
加
費

を
添
え
て
事
務
所
ま
で

今
日
か
ら
で
き
る

簡
単
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

～
生
活
習
慣
病
の
予
防
～

と
　
き
　
8
／
2
9
　
（
金
）

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

と
こ
ろ
　
4
階
軽
運
動
室

対
　
象
　
町
在
住
・
在
勤
及
び
当

館
ク
ラ
ブ
生

定
　
員
　
3
0
名
　
（
申
込
服
）

参
加
費
　
1
0
0
円（

保
険
代
含
む
）

講
　
師
　
松
下
　
裕
子
氏

（
ク
ラ
ブ
講
師
）

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

申
込
み
　
8
／
6
～
2
4
に
参
加
費

を
添
え
て
事
務
所
ま
で

新
和
食
ク
ッ
キ
ン
グ

～
一
味
違
う
新
し
い

和
食
料
理
に
挑
戦
～

と
　
き
　
9
／
1
8
　
（
水
）1

0
時
～
1
3
時

と
こ
ろ
　
3
階
料
理
室

対
　
象
　
町
在
住
・
在
勤
及
び
当

館
ク
ラ
ブ
生

定
　
員
　
3
0
名
　
（
申
込
順
）

材
料
代
　
5
0
0
円

申
込
み
　
8
／
6
～
3
1
に
材
料
代

を
添
え
て
事
務
所
ま
で

悠
々
ス
タ
イ
ル
講
座

心
も
体
も
悠
々
な
毎
日
を
送
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？
豊
か
な
経
験

と
学
ん
だ
こ
と
を
日
々
の
生
活

に
活
か
す
た
め
の
講
座
で
す
！

①
9
／
H
　
（
木
）

「
心
も
体
も
元
気
に

過
ご
す
た
め
に
」

経
済
評
論
家
　
中
田

②
1
0
／
9
　
（
木
）

認
知
症
予
防

（講演）
進
氏

い
き
が
い
支
援
課
職
員

③
1
1
／
2
8
　
（
金
）

肩
こ
り
予
防
体
操

当
館
講
師
　
瀬
野
　
峰
子
氏

④
1
2
／
3
　
（
水
）
　
お
正
月
用
M
Y

箸
作
り
＆
箸
袋
作
り

・
自
助
具
製
作
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

浪
江
　
定
男
氏

・
古
布
リ
フ
ォ
ー
ム
ク
ラ
ブ

※
全
4
回
。
時
間
は
い
ず
れ
も

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

対
　
象
　
概
ね
6
0
歳
以
上
の
町
在

住
・
在
勤
及
び
当
館
ク
ラ
ブ
生

定
　
員
　
3
0
名
　
（
申
込
順
）

材
料
代
　
3
0
0
円（

保
険
代
含
む
）

申
込
み
　
8
／
6
～
9
／
3
に
材

料
代
を
添
え
て
事
務
所
ま
で

～
健
康
の
つ
ど
い
～

健
康
リ
ズ
ム
体
操

～
足
腰
丈
夫
で
若
さ
ア
ッ
プ
！
～

と
　
き
　
9
／
1
8
　
（
木
）

開
場
1
3
時
2
0
分
・
開
演
1
4
時

と
こ
ろ
　
4
階
軽
運
動
室

対
象
者
　
町
在
住
・
在
勤
及
び
当

館
ク
ラ
ブ
生

定

　

員

　

1

2

0

名

参
加
費
　
無
　
料

講
　
師
　
N
P
O
法
人
リ
ズ
ム
体

操
研
究
会
　
河
野
三
千
代
氏

米
田
　
芳
子
氏

※
事
前
申
込
み
さ
れ
た
方
に
タ
オ

ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

申
込
み
　
8
／
6
～
9
／
3
に
事

務
所
ま
で
　
（
電
話
申
込
可
）

）21（840247M



忠岡町民
盆踊り大会

8／13（水）
18：45～22：00

忠岡小学校校庭

◆ビンコゲーム大会：18：45～19：10

18：30からやぐら前でピンコカードを子どもに

配布。スタートは18：45から。【先着300枚】

◆開会式：19：10～19：20

◆泉州音頭：19：30～22：00

【泉州舌頭保存会民謡さつき会】

◎自転車駐輪場は小学校校庭内南側

◎雨天などで盆踊り大会が開催できない場合は、

20：00から『忠岡小学校体育館』において音頭

大会を開催します。

主催　忠岡町民盆踊り大会実行委員会

主管　忠岡町青年団体協議会

「妄蒜這蒜蒜
■1‾‖‾‾‖－■■－■■－■■‾ヽ

日程【】は雨天の時

8月　2　日仕）北　出
タコ公園【3日（日）】

8月　9　日出　高月南
菅原神社【10日（日）】

月15日（金　馬　瀬
棄忠岡小学校

月30日出　北　区
北区ちびっこ広場【31

」

1開催　日　平成27年2月15日（日）10時30分スタート

■コ　ー　ス　浜寺公園（堺市）スタート／りんくう公

園（泉佐野市）ゴール

■競技種目　フルマラソン　■制限時間　5時間以内

■募集人数　5000人

■参加資格　大会当日に満18歳以上の健康な男女で制

限時間内の完走が可能な方。

（大会運営の都合上車イスでの参加は不

できません）

1参加費　8000円（専用振替用紙での申込は事

務手数料500円が必要です）

『申込方法　①泉州国際市民マラソン大会サイト②ラ

ンネット③所定の参加申込書による郵便振替

（参加申込書は8月中旬頃に役場等に設置予定）

※ハガキ、電話、FAX、事務局持参は申込不可

■申込期間　●インターネット申込：9／1（月）10

時から26（金）17時まで　●専用振替用紙申込：

9／1（月）から19（金）まで消印有効

【お問い合わせ先】

泉州国際市民マラソンエントリー事務局

岸和田市営本町27－1　泉州ビル8階

℡0　7　2－4　3　6－0　8　4　9

※詳しくは、泉州国際市民マラソンホームページをご

覧ください。
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場
　
所
　
新
浜
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

八
秒
入
り
人
工
芝
）

実
施
日
　
8
月
2
4
日
㈲
・
3
1
日
㈲

・
9
月
7
日
㈲

1
9
時
～
2
0
時
3
0
分

雨
天
予
備
日
　
9
月
1
3
日
出

対
象
者
　
小
学
2
年
生
～
6
年
生

募
集
人
数

A
コ
ー
ス
初
心
者
　
　
1
0
名

B
コ
ー
ス
初
心
者
以
上
　
1
0
名

参

加

費

一

人

　

1

、

0

0

0

円

（
含
保
険
料
5
0
0
円
）

申
込
み
　
官
製
は
が
き
に
①
住
所

②
保
護
者
氏
名
③
児
童
氏
名

④
児
童
の
生
年
月
日
⑤
児
童

の
テ
ニ
ス
経
験
及
び
希
望
コ

ー
ス
⑥
連
絡
先
　
（
電
話
及
び

メ
ー
ル
）
　
を
記
載
し
、
左
記

事
務
局
ま
で
。
（
8
月
1
6
日

（
土
）
　
必
着
・
先
着
順
）

申

込

先

　

〒

5

9

5

－

0

8

1

1

泉
北
郡
忠
岡
町
忠
岡
北
2
丁

目
1
－
1
6
「
N
P
O
法
人
忠
岡
町

テ
ニ
ス
連
盟
事
務
局
」
　
『
夏
の
キ

ッ
ズ
＆
ジ
ュ
ニ
ア
・
硬
式
テ
ニ
ス

教
室
係
』

【
間
】
担
当
役
員
　
西
岡
ま
で

℡

0

8

0

・

3

0

3

3

・

4

5

9

9

840り」47M）31（

か
学
校
入
学
予
定
児

就
学
相
談
受
付

来
年
度
、
小
学
校
に
入
学
す
る

に
あ
た
っ
て
、
障
が
い
な
ど
特
別

な
配
慮
を
必
要
と
す
る
幼
児
の
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
で
き

る
だ
け
早
く
学
校
教
育
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

奨
学
笠
等
説
胴
・
相
談
芸

日
　
時
　
9
月
6
日
　
（
土
）

9
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分

会
　
場
　
児
童
館

【
間
】
学
校
教
育
課
（
中
村
）

℡

2

2

・

1

1

2

2

試
験
日
　
1
0
月
3
0
日
　
（
木
）

願
書
受
付
期
間

8
月
2
8
日
　
（
木
）

～
9
月
1
6
日
　
（
火
）

（
消
印
有
効
）

会
　
場
　
大
阪
府
立
労
働
セ
ン
タ

ー
（
エ
ル
お
お
さ
か
）

【
問
】
文
部
科
学
省
生
涯
学
習
推

進
課
　
認
定
試
験
第
2
係

℡

0

3

・

5

2

5

3

・

4

1

1

1

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等

の
中
学
校
卒
業
程
度
認
定

試
験
の
実
施
に
つ
い
て

平
成
2
6
年
度



シビックセンター2階

TEL22－1122（内250～252）

FAX22－8663

メールアドレス
hokenc＠townTtadaoka．jp

チューリップ保育園
＼

℡　20【0331

fax20【0335

▼
1
歳
7
・
8
カ
月
児
健
診

8
／
7
　
（
木
）

1
3
時
～
1
3
時
1
5
分
【
受
付
】

▼
4
カ
月
児
健
診

8
／
2
1
　
（
木
）

1
3
時
～
1
3
時
1
5
分
【
受
付
】

【
各
健
診
に
必
要
な
も
の
】

母
子
手
帳
と
通
知
書

▼
身
長
・
体
重
測
定
日

8
／
2
2
　
（
金
）

1
0
時
～
1
1
時
【
受
付
】

離
乳
食
の
つ
く
り
か
た
　
（
調
理

実
習
）
　
と
お
話
、
試
食

▼
ベ
ビ
マ
ク
ラ
ブ
　
〝
ぴ
よ
ぴ
よ
″

●
要
予
約

9
／
5
・
1
2
　
（
金
）

1
0
時
～
1
1
時
3
0
分

対
象
…
2
～
4
ヵ
月
　
（
2
回
コ

ー
ス
）
　
※
8
月
は
お
休
み

健
診
結
果
説
明
会

（
予
約
不
要
）

8
月
2
6
日
　
（
火
）

1
3
時
～
1
4
時
3
0
分

特
定
健
診
、
一
般
健
診
を
受
診

さ
れ
た
方
を
対
象
に
、
健
診
結
果

の
見
方
や
数
値
の
説
明
と
、
生
活

習
慣
に
つ
い
て
の
講
話
を
実
施
し

ま
す
。
町
内
医
療
機
関
で
受
診
さ

れ
た
方
は
、
結
果
を
ご
持
参
く
だ

さい。

和
泉
保
健
所
だ
よ
り

℡
4
1
・
1
3
4
2

★
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

随
時
（
要
電
話
予
約
）

健
幸
教
室

▼
健
康
相
談

8
／
1
1
・
2
5
　
（
月
）

親
子
の

教

　

室

▼
ち
く
ち
く
サ
ロ
ン
　
●
要
予
約

8
／
1
9
　
（
火
）

1
0
時
～
1
1
時
3
0
分

フ
ェ
ル
ト
や
布
を
使
っ
て
お
子

さ
ん
の
お
も
ち
ゃ
を
つ
く
る

▼
も
ぐ
も
ぐ
キ
ッ
チ
ン
●
要
予
約

8
／
2
1
　
（
木
）

1
0
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時

一

一

一

】

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

＿

■

■

■

■

■

＿

■

■

＿

歯
科
健
診

実
施
中
で
す
′

町
内
歯
科
医
院
で
歯
科
健
診
を

実
施
中
で
す
。
対
象
は
2
0
歳
以
上

の
住
民
で
、
費
用
は
5
0
0
円
で

す
。
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

直
接
町
内
歯
科
医
院
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
風
し
ん
抗
体
検
査（

要
電
話
予
約
）

8
／
7
・
2
8
　
（
木
）

受
付
9
時
3
0
分
～
1
0
時
3
0
分

対
象
　
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

及
び
配
偶
者
・
妊
娠
し

て
い
る
女
性
の
配
偶
者

料
金
　
無
料

★
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

8
／
1
3
　
（
水
）
　
要
電
話
予
約

受
付
　
1
3
時
～
1
4
時

★
エ
イ
ズ
・
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査
・

相
談
　
　
　
　
（
電
話
相
談
可
）

抗
体
検
査
　
8
／
1
3
・
2
7
（
水
）

受
付
9
時
3
0
分
～
1
1
時

★
予
約
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
t
t
p
‥
＼
＼
y
O
i
k
？
n
e
こ
p

【
予
約
制
の
行
事
】
（
ネ
ッ
ト
予
約
）

▼
色
水
あ
そ
ぴ

8
／
3
0
　
（
土
）
　
1
0
時
～
1
1
時

1
歳
以
上
の
お
子
さ
ん

【
8
／
1
8
（
月
）
※
】

▼
縁
日
ご
っ
こ

9
／
1
　
（
月
）

①
1
0
時
～
1
0
時
4
5
分

1
～
2
歳
ま
で

②
日
時
～
1
1
時
4
5
分

2
歳
以
上

【
8
／
2
2
（
金
）
※
】

▼
8
月
の
お
誕
生
会

8
／
1
9
　
（
火
）
　
1
0
時
～
1
1
時

8
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
の
み

【
8
／
1
2
（
火
）
※
】

※
1
0
時
～
1
5
時
に
ネ
ッ
ト
予
約
を

受
付
け
そ
の
後
抽
選
で
、
は
ず

れ
た
方
の
み
折
り
返
し
連
絡
。

【
予
約
不
要
の
行
事
】

▼
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

①
0
歳
以
上

《
パ
イ
ロ
ッ
ト
・

ハ
イ
テ
ク
技
術
に
挑
戦
》

①
航
空
学
生

・
各
種
航
空
機
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

の
養
成

・
6
年
後
に
幹
部
に
任
官

②
一
般
曹
候
補
生

・
小
部
隊
指
揮
官
の
養
成

・
配
置
に
よ
り
航
空
機
整
備
、

電
計
、
通
信
等
技
術
資
格
取

得

⑨
自
衛
官
候
補
生

※
応
募
資
格

①
日
本
国
籍
を
有
す
る
高
卒
（
見

込
含
）
　
～
2
1
歳
未
満
の
者

②
・
③
日
本
国
籍
を
有
す
る
1
8
歳

以
上
2
7
歳
未
満
の
者
　
（
男
子
に

つ
い
て
は
③
は
随
時
募
集
）

※
受
付
　
8
月
1
日
～
9
月
9
日

【
問
】
岸
和
田
地
域
事
務
所

℡

0

7

2

・

4

2

6

・

0

9

0

2

）41（84024「

／
眠

8
／
5
　
（
火
）
　
身
体
測
定

1
1
　
（
月
）
・
2
0
　
（
水
）

1
0
時
～
1
1
時
3
0
分

②
赤
ち
ゃ
ん
広
場
　
　
出
生
後
歩

行
が
完
了
し
て
い
な
い
お
子
さ
ん

8
／
2
2
　
（
金
）
　
1
0
時
～
日
時
3
0
分

▼
一
緒
に
遊
ぼ
う

8
／
2
1
　
（
木
）
・
2
3
　
（
土
）

1
歳
以
上
　
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分



高尾隼人選手　陣川薫平選手　島袋

ニー．∴　∴堤雷

8月は北方領土
返還運動強調月間

歴史的にも、国際法上も、日本固有の領土

である北方領土問題の解決は、両国の真の相

互理解関係推進にあたって重要な問題です。

国民1人ひとりが正しい認識を深め、早期解

決に努めましょう。

接種実施医療機関一覧　　　　　　　（要事前予約）

医療機関名 傀ｨﾝﾙ&��電　話 

安藤外科整形外科医院 �(�ｩ����ﾃ3��ﾃ#��22－5515 

お　　く　　だ　　医　　院 �(�ｩ8ﾃ��ﾃ#��ﾃ#r�31－0728 

中川こどもクリニック �(�ｩ8ﾃ(�ﾃ#(�ﾃ�X�ﾃ�2�22－－1611 

広　部　ク　リ　ニ　ッ　ク �(�ｩ����ﾃC��ﾃ#R�32－1831 

真　　　鴫　　　医　　　院 �(�ｩ8ﾃ��ﾃ�X�ﾃ�r�32－2481 

村　　　田　　　内　　　科 俘(ﾈ馭ｳ(�ﾃ�h�ﾃ3B�46－3700 

や　　　ぎ　　　医　　　院 �(�ｩ8ﾃ��ﾃx�ﾃ�b�23－8864 

八木レディースクリニック �(�ｩ8ﾃ��ﾃ#(�ﾃ3��20－0312 

3種混合ワクチンlZついて
接種が完了していないお子さんは

残りの回数を早めに接種しましょう

平成24年11月から4種混合ワクチン（ジフテリア・

破傷風・百日せき・不活化ポリオ）が導入されていま

す。そのため、3種混合ワクチン（ジフテリア・破

傷風・百日せき）の製造はすでに中止されており、

販売ワクチンは在庫限りとなりますので、年内の接

種をお勧めします。

★対　象

3種混合ワクチンで接種を開始した90か月（7

歳6か月）に至るまでのお子さん

★接種回数

初回3回と追加1回の計4回の接種（追加接種

は初回接種終了後、6か月以上あけて接種）
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8月の行事カレンダー

日 佇��火 冓��華 仞��土 

志慧慧豊漂鳥　⑳役　場㊨讐ンタ竺◎余響）こ 劔����X���9�ｩ&ｸ������｢�2 ・北出盆踊リ 

｝線。三⑨…芸芸、鯛南．中骨東・⑳文化会館㊥完青票㊧悪書票 劔���-�7(7ﾘ4�8�7R���u3��?����H�｢�（13P） 

…震…蓋還工芸芸慧≡還　㊦窟昔富⑳警雪雪空◎児童館 劔��X,ﾈ-�,ﾈ-�5H8ﾘ92�u3���c�����
誌・ビン凍側）…南海繚東側　　　　　　　　◆＝予約が必要です。 劔�ｩLｨ587鑼2�7�6(6x���ﾉ�H�｢�一般ゴミ（診 

3 釘�5 澱�7 唐�9 
・おもちゃの病院 凵E消責相談（10P） 凵E1歳7・8カ月健診 ��X���9�ｩ&ｸ������｢�・高月南盆踊リ 

⑳駄30～‖：38・ 劔⑳13：00～ ��Y�X+��Y�Xﾞﾉ�ﾒ�u3�Y?������（13P） 

缶・ビン（西側） �ｩLｨ587鑼2�7�6(6x��8ﾉ�H�｢�一般ゴミ（診 豫ｨ�X7(98��8ﾉ�H�｢�一般ゴミ④ �ｩLｨ587����b�

10 ����12 ��2�14 ��R�16 
・健康相談 ㊨13：30～ ・警察相談 ⑳14：＿00～ 16：00 ��X��N��ｩ&ｸ������｢�・忠岡町民盆踊り 大会 忠岡小学校 ・墓店本通り緑 凵E消垂相談（10P） ・馬瀬盆踊り （13P） 

缶・ビン（西側） �ｩLｨ587鑼2�一般ゴミ⑧ 豫ｨ�X7(98��8ﾉ�H�｢�一般ゴミ④ ペット（西側） �ｩLｨ587鑼r�

17 ����19 �#��21 �#"�23 
・人権相談（10P） ��X��ｹ6I�)�ｩ&ｲ�・労働相談（10P） ��X��N��ｩ&ｸ������｢�

・消垂相談（10P） ◆ちくちくサロン ㊨10：00～ ◆お誕生会 ㊦10：00～ �������｢�・4カ月健診 ㊨13：00～ ◆もぐもぐキッチン ㊨10：30～ ��Y�y+x�Y�ﾈ��ｩ.��?ｨx����c�����

缶・ビン（西側） �ｩLｨ587鑼2�7�6(6x��8ﾉ�H�｢�一般ゴミ（診 豫ｨ�X7(98��8ﾉ�H�｢�一般ゴミ④ �ｩLｨ587鑼r�

24 �#R�26 �#r�28 �#��30 
・忠岡みなとマー ��Xﾉ(ﾔ��ｩ&ｲ�・消費相談（10P） ����zY�ｩ&ｸ������｢���X��N��ｩ&ｸ������｢�・北区盆踊り 

グット 忠岡漁港 駄8－0八／ ���8�c3����・健診結果説明会 ㊨13：00～ 劍�X+ｸ,ﾉ�ﾈ7h8兒ｩ¥｢����j���k陞��x����c�����（13P） 

缶・ビン（西側） �ｩLｨ587鑼2�一般ゴミ⑧ 豫ｨ�X7(98��8ﾉ�H�｢�一般ゴミ④ �ｩLｨ587鑼r�

31 ‡プール最終日 ・スポーツセンター ��������Y�X+(-ﾘ,ﾈ�Z｢�ｬ)zﾈ���ﾈﾙ��9�Y�X+(-ﾙ�ﾈﾙ�5ｨ985騫8ﾈ���ｾ�倬����x鰾�vﾈ��(���k��X.c)o8+��#�S9V佗ﾉE�ﾈｽiwx�2�

直接持込み…忠岡町クリーンセンター．・受付及び　月～金9時30分～16時 

請二汐啓　TE甘言芸㌔423＿2663警告苧芸。千年末豊呈喜諾完；三2時 


